（未来へひろがる数学）

１章 式の計算
指導時期　２学期制：４月～５月上旬，３学期制：４月～５月上旬　   配当時間：１１時間
	目標
	文字を用いた式で，数量や数量の間の関係を的確に表現し，それを目的に応じて計算したり変形したりできるようにするとともに，文字式についての理解を深め，それを活用する能力や態度を養う。
そのために，

ア．文字を用いた式に関するいろいろな用語の意味を理解し，それが正しく使えるようにする。
イ．簡単な単項式，多項式での加法，減法の計算ができるようにする。
ウ．単項式どうしの乗法，除法の計算ができるようにする。

エ．式を用いて整数の性質を説明したり，目的に応じて簡単な等式を変形することができるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

式

の

計

算

(6)
	1 式の加法，減法
A(1)ア
	★いろいろな数量を文字の式で表し，その式の構造上の特徴やちがいについて着目させること

○文字の式に関連した用語の意味

◎同類項の意味と同類項をまとめること

◎式の加法，減法

◎(数×多項式)の加減

○式の値


	単項式，多項式，項，次数，一次式，二次式，同類項
	４

	
	2 単項式の乗法，除法
A(1)ア
	◎単項式の乗除

◎乗除のまじった単項式の計算


	
	２

	２

文

字

式

の

利

用

(3)
	1 文字式の利用
A(1)イ，ウ
	◎式の計算を利用して，数量の関係を一般的に明らかにすること

○簡単な等式について，その目的に応じて変形すること


	ｘについて解く
	３

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「誕生日あて」
	
	


２章 連立方程式
指導時期　２学期制：５月中旬～６月中旬，３学期制：５月中旬～６月中旬　   配当時間：１３時間
	目標
	数量の関係を２つの文字を用いて等式に表し，これを用いて実際の問題を形式的・能率的に処理することができるようにする。
そのために，

ア．２つの文字を含む等式から文字の値が求められることを知る。
イ．連立方程式とその解の意味を理解する。
ウ．連立方程式の解法を理解し，その解法に習熟する。

エ．連立方程式を問題解決に利用することができるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

連

立

方

程

式

(7)
	1 連立方程式とその解
A(2)ア，イ
	★数量の関係を２つの文字を用いて等式に表し，その等式から文字の値を求めること

◎二元一次方程式とその解の意味

◎連立方程式とその解の意味

○連立方程式の解のたしかめ

	二元一次方程式，解，連立方程式，連立方程式の解，連立方程式を解く
	２

	
	2 連立方程式の解き方
A(2)イ
	◎文字の消去の意味

◎加減法による連立方程式の解き方

◎代入法による連立方程式の解き方


	消去，加減法，代入法
	５

	２

連

立

方

程

式

の

利

用

(4)
	1 連立方程式の利用
A(2)イ
	◎問題を解決するために，２つの文字を使って連立方程式をつくること

◎連立方程式を使って，問題を解決すること


	
	４

	
	
	数学展望台「点数は何点？」
	
	

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「つるかめ算」
	
	


３章 一次関数
指導時期　２学期制：６月中旬～９月，３学期制：６月中旬～９月　   配当時間：１７時間
	目標
	変化や対応についての見方や考え方をいっそう深めるとともに，事象の中から一次関数を見いだし，これを用いることができるようにする。

そのために，
ア．一次関数の意味を理解し，身のまわりの事象の中から，一次関数とみられるものを見つけることができるようにする。

イ．一次関数の特徴を理解し，一次関数のグラフがかけるようにする。

ウ．直線が与えられているとき，その直線の式が求められるようにする。

エ．一次関数のグラフと二元一次方程式のグラフとの関係や連立方程式の解とグラフとの関係を明らかにする。

オ．具体的な事象を一次関数と見なし，それを問題解決に利用することができるようにする。 

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

一

次

関

数

と

グ

ラ

フ

(9)
	1 一次関数
C(1)ア
	★具体的な事象から見いだした関数関係には，比例で表されないものがあること

◎関数の意味

◎一次関数の意味

○自然現象の中には，一次関数となるものがあること
	関数，ｙはｘの関数，一次関数
	２

	
	
	数学展望台「みつけた！関数」
	
	

	
	2 一次関数の値の変化　　　　C(1)イ
	◎一次関数の値の変化

◎変化の割合の意味
	変化の割合
	１

	
	3 一次関数のグラフ
C(1)イ
	◎一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフの意味

◎比例のグラフと一次関数のグラフとの関係と切片の意味

◎傾きの意味と変化の割合との関係

◎一次関数のグラフを，傾きと切片を用いてかくこと
	切片，傾き
	３

	
	4 一次関数の式を求めること
C(1)イ
	◎一次関数のグラフから，傾きと切片を読みとって式を求めること

○傾きとグラフ上の１点の座標から式を求めること

○グラフ上の２点の座標から式を求めること
	
	３

	２

一

次

関

数

と

方

程

式

(3)
	1 方程式とグラフ
C(1)ウ
	◎ａｘ＋ｂｙ＝ｃのグラフ

○方程式のグラフを，２点を求めてかくこと

○ｙ＝ｋのグラフ
	方程式のグラフ
	１

	
	2 連立方程式とグラフ
C(1)ウ
	◎連立方程式の解とそのグラフの交点の座標との関係

○２直線の交点の座標を，連立方程式を用いて求めること
	
	２

	3

一

次

関

数

の

利

用

(3)
	1 一次関数の利用
C(1)ア，イ
	◎事象の中から一次関数を見いだし，一次関数を用いて問題を解決すること

○実験式をつくること


	
	３

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「列車のダイヤグラム」
	
	


４章 図形の調べ方
指導時期　２学期制：１０月～１１月上旬，３学期制：１０月～１１月上旬　   配当時間：１５時間
	目標
	図形の性質を調べる上で，基礎となる見方・考え方や基本的性質を明らかにし，論証の意義と推論の進め方について理解する。

そのために，観察，操作や実験を通して，

ア．対頂角の性質，平行線と角の関係について調べる。

イ．三角形の内角の和について調べ，それらをもとに多角形の角について調べる。

ウ．合同な図形の性質，三角形の合同条件などを明らかにする。

エ．「証明」することの意義としくみについて理解する。

オ．平行線と角の関係や三角形の合同条件を根拠にした証明の進め方や図形の性質の調べ方について理解する。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

平

行

と

合

同

(10)
	1 角と平行線
B(1)ア
	★平行であることや三角形の合同を示す方法を考える

◎対頂角の性質

◎平行線と同位角の関係

◎平行線と錯角の関係

	対頂角，同位角，錯角
	３

	
	2 多角形の角
B(1)イ
	◎三角形の内角の和
○三角形の内角と外角の関係
○角の分類と三角形の角による分類
◎多角形の内角の和，外角の和
	外角，内角，鋭角，鈍角，鋭角三角形，直角三角形，鈍角三角形
	４

	
	
	数学展望台「１周した結果は・・・」
	
	

	
	3 三角形の合同
B(2)イ
	◎ぴったりと重ねあわせることができる２つの図形が，合同な図形であること

◎合同な図形の性質

◎三角形の合同条件

	対応する頂点，対応する辺，対応する角，≡
	３

	
	
	数学展望台「２辺とその間にない角だと？」
	
	

	２

証

明

(3)
	1 証明とそのしくみ
B(2)ア
	◎証明の意味と必要性
◎仮定と結論の意味
◎証明のしくみ
◎証明の根拠となることがら


	証明，仮定，結論
	２

	
	2 合同条件と証明の進め方
B(2)ア
	◎合同条件を使って簡単な図形の性質を証明すること


	
	１

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「星形の５つの角の和」
	
	


５章 図形の性質と証明
指導時期　２学期制：１１月中旬～１月中旬，３学期制：１１月中旬～１月中旬　  配当時間：１７時間
	目標
	平行線についての性質や三角形の合同条件を根拠にして，三角形，平行四辺形，円の性質を調べ，それらを活用することができるようにする。また，これらを通して，図形の論証に対して興味・関心をもち，筋道を立てて考えようとする態度を身につける。
そのために，

ア．三角形の合同条件を使って，二等辺三角形の性質を証明し，図形の性質の調べ方を理解する。
イ．直角三角形の合同条件を導き，その使い方を理解する。
ウ．平行四辺形の性質や平行四辺形になる条件，他の四角形の性質，平行線による等積変形などについて理解する。

エ．円周角の定理を発見し，それが二等辺三角形の性質によって説明できることを理解する。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

三

角

形

(6)
	1 二等辺三角形
B(1)ア，(2)イ
	★紙を折ったり，作図する作業を通して，二等辺三角形の性質をみつける。

◎二等辺三角形の基本性質とその証明

◎定義，定理の意味

◎２角の等しい三角形は二等辺三角形であること

◎逆の意味とその真偽

○正三角形の性質とその証明


	定義，頂角，底辺，底角，定理，逆
	４

	
	2 直角三角形の合同
B(2)イ
	◎直角三角形の合同条件とそれを使った証明


	斜辺
	２

	
	
	数学展望台

「折り紙の正三角形～たね明かし～」
	
	

	２

四

角

形

(7)
	1 平行四辺形の性質
B(1)ア，(2)イ
	★いろいろな幅のリボンを重ねる作業を通して，四角形を分類する。

◎平行四辺形の定義とその性質，性質の証明


	□
	２

	
	2 平行四辺形になる条件
B(1)ア，(2)イ
	◎平行四辺形になる条件とその証明


	
	２

	
	3 長方形，ひし形，正方形
B(2)イ
	◎長方形，ひし形，正方形の定義

○長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係


	
	１

	
	4 平行線と面積
B(2)イ
	○底辺が共通な三角形の性質

○平行線による等積変形

○等積変形を使った作図

	
	２

	3

円

(2)
	1 円周角の定理
B(2)ウ
	★１つの円にいろいろな円周角を作り，その角の大きさを測って，円の性質を見つける。

◎円周角の意味，及び円周角の定理


	円周角
	２

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「ユークリッドの原論」
	
	


６章 確率
指導時期　２学期制：１月中旬～２月，３学期制：１月中旬～２月　   配当時間：１０時間
	目標
	偶然事象の生起の程度を数値化する方法について考察し，確率の意味を理解する。また，簡単な場合について確率を求めることができるようにする。
そのために，
ア．先験的に確率が考えられる事象を，実験的な方法で確かめる過程を通して，確率の意味を明らかにする。
イ．簡単なことがらについて，起こり得る場合を順序よく整理して調べられるようにする。
ウ．簡単な場合について，確率を求められるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

確

率

の

意

味

(2)
	1 確率の意味
C(2)イ
	★偶然に左右されて生起するいろいろな事象について予想を立て，ものごとの起こりやすさについて考える。
◎先験的に確率が考えられる事象について，実験的活動を通して確率の意味を考え，確率を定義すること
○経験的な確率について，実験を通してその意味を考えること

	確率
	２

	２

場

合

の

数

と

確

率

(6)
	1 数え方のくふう
C(2)ア
	◎具体的な場面で，起こり得る順番にはどんな場合があるかを調べること

◎起こり得る場合を順序よく整理することが大切であること

	場合の数，樹形図
	２

	
	2 確率の求め方
C(2)イ
	◎同様に確からしいことの意味と確率の求め方
◎簡単な場合について，確率を求めること
○確率ｐの値の範囲，および，ｐ＝1，ｐ＝0の意味
◎確率の計算のしかた

○いろいろな場合について，確率を求めること

	同様に確からしい
	４

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「くじ引きの順番」
	
	


